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重要な施策につい

ての手順と行動計

画をスケジュール

化します。 また、

必要に応じて予算

書や組織図を作成

します。

記録要目を書きます。
テーマは最初のテー
マ（理念設定局面で
記入したテーマ）を
書き入れます。

タイトル欄には STEP5
（方法立案）の主文を記
入します。

重要施策の欄には、STEP5（方
法立案）の本文で採り上げた重
要施策を 3～ 4個ラベルに書い
て貼り出します。

残りの大きなスペースには、行動の手順をラベルに書いて整理していきます。
○具体的な作業の内容と担当者の名前をラベルに書き、該当する施策の横に
貼っていく。
○一通り作業を貼り終わったらコピーをとる。
○コピーしたシートの上に、囲みや直線、矢印などを用いて、作業同士の関
連性や順序関係を表す。

 STEP６：計画編成
 場所
磯田地区公民館

 作成者
磯田の未来を考える会  手法　BOX PERT法

 実行スケジュールを組む

タイトル：地区住民の力を合わせ、磯田の魅力を生かした内外への事業展開を通して地域力を高める。 実行計画表
　　　　　　　　　　期日

重要施策

2017年

1月

2018年

1月

次年度へ

 テーマ（STEP１で記入したテーマ）

磯田地区のまちづくり計画

 日付
2018/1/20

 取材源
磯田の未来を考える会メンバー

事業推進組織の
立ち上げ

磯田夏祭り
の開催

舟小屋商店街
の開催

UIターン相談窓口
の設置

「いそカフェ」
の開催

メンバー募集
〇〇

組織体制検討
〇〇

4月 4月10月7月
設立総会
事業部会発足

〇〇

ホームページ開設
通信発行（毎月）

〇〇

実行委員会招集
内容検討・準備

〇〇
夏祭り開催
（8月） 反省会

次年度事業計画の
作成

実行委員会招集
内容検討・準備

〇〇
舟小屋商店街
（秋開催）

春開催の内容検
討・準備

空き家・空き地の
実態調査

〇〇
相談対応マニュア

ル作成

相談対応体制の検
討・構築

相談窓口開設
〇〇

会場・スタッフの
確保

定期的に開催（月
2回）

年間スケジュール
の作成

〇〇
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この局面では、簡易情報集約
シートに替わって、アメリカ
で開発された計画編成のため
の手法「BOX PERT 法」を
用います。

タイトル：

実行計画表

重要施策

期日

記録要目

日付：　　　　　　　場所：　　　　　　　　　作成者：　　　　　　　取材源：　

手法：BOX PERT 法　　テーマ：     　／　　　　　　　　　局面


